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　日本共産党の井上哲士議員が４月２３日の参院予算委員会で、
「収束」にはほど遠い福島第１原発の実態をとり上げ、東電と
政府のずさんな対応を追及しました。
　福島原発では汚染水漏れ事故が重大な問題です。東電は
防水シート破損が起こりうると知りながら使い続け、また旧原子
力保安院もそれを容認してきました。ネズミ一匹で深刻な停電事
故もおこしています。こんな深刻な状態なのに安倍首相は福島
第一原発廃炉対策推進会議で「（原発が）安定状態を継続し
ている」と確認しています。これではまともな対策などとれません。
　共産党は「収束宣言を撤回し、政府が本腰をいれた対策を
とるべきだ」と追及しました。

深刻な福島第１原発の汚染水問題など

共産党が政府、東電のずさんな対応を追及

再稼働をねらうなんて許せません。
力をあわせ「原発ゼロ」を実現しましょう
　原発事故でいまだに15万人の方が避難してお
り、ほんとうに心が痛みます。それなのに、安倍政
権は、原発再稼働にむけた動きを加速させていま
す。福島原発の事故原因の究明すらされていない
のに、再稼働など論外です。
　原発と人類が共存できないことは、なにより福島

原発事故の現状が物語っています
　今こそ政府に原発ゼロの政治決断を迫りましょ
う。私は、子どもたちと都民を放射能から守るとと
もに、首都東京から、「原発即時ゼロ」、自然エネル
ギー中心、低エネルギー社会への道をきりひらく先
頭にたってがんばります。

▲汚染水貯蔵タンク群を見上げる志位和夫委員長
（中央）ら日本共産党の視察団（３月９日）。現地は、
毎日400トンずつ増える汚染水で、いまや原発敷地
全体が〝肥大化し続ける汚染水貯蔵庫〟に様変わ
りしつつあります。

←「原発ゼロ大行動」で訴える（3月10日）
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東京から
「原発ゼロ」発信します

 前都議会議員（中野区）


